
 

研究動向・成果 
 

 

999

599

653

283

708

206

679

368

337

368

185

450

160

359

397

404

393

129

483

157

338

296

212

219
94

256
100

216

270

220

318

90
276

115
191

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

１丁目

２丁目

３丁目

４丁目

５丁目

６丁目

７丁目

訪問回数（人・回/週）

A（こま） B（国道沿い） C（飯能） D（高麗川） その他

A地区への訪問割合が小さい 
い 

999

599

653

283

708

206

679

368

337

368

185

450

160

359

397

404

393

129

483

157

338

296

212

219
94

256
100

216

270

220

318

90
276

115
191

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

１丁目

２丁目

３丁目

４丁目

５丁目

６丁目

７丁目

訪問回数（人・回/週）

A（こま） B（国道沿い） C（飯能） D（高麗川） その他

999

599

653

283

708

206

679

368

337

368

185

450

160

359

397

404

393

129

483

157

338

296

212

219
94

256
100

216

270

220

318

90
276

115
191

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

１丁目

２丁目

３丁目

４丁目

５丁目

６丁目

７丁目

訪問回数（人・回/週）

A（こま） B（国道沿い） C（飯能） D（高麗川） その他

999

599

653

283

708

206

679

368

337

368

185

450

160

359

397

404

393

129

483

157

338

296

212

219
94

256
100

216

270

220

318

90
276

115
191

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

１丁目

２丁目

３丁目

４丁目

５丁目

６丁目

７丁目

訪問回数（人・回/週）

A（こま） B（国道沿い） C（飯能） D（高麗川） その他

999

599

653

283

708

206

679

368

337

368

185

450

160

359

397

404

393

129

483

157

338

296

212

219
94

256
100

216

270

220

318

90
276

115
191

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

１丁目

２丁目

３丁目

４丁目

５丁目

６丁目

７丁目

訪問回数（人・回/週）

A（こま） B（国道沿い） C（飯能） D（高麗川） その他

999

599

653

283

708

206

679

368

337

368

185

450

160

359

397

404

393

129

483

157

338

296

212

219
94

256
100

216

270

220

318

90
276

115
191

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

１丁目

２丁目

３丁目

４丁目

５丁目

６丁目

７丁目

訪問回数（人・回/週）

A（こま） B（国道沿い） C（飯能） D（高麗川） その他

郊外住宅市街地における 

移動環境の向上技術の 

開発 
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（キーワード）  都市の持続可能性、郊外住宅市街地、暮らしやすさ、新たなモビリティ  

 

１．研究の背景、目的 

高度経済成長期以降に計画的に供給された郊外住

宅市街地では、高齢化等により自立的に移動するこ

とが困難となる住民が増加する一方、需要の低迷や

ドライバー不足等により公共交通のサービス水準の

低下も顕著になっている。こうした中、持続可能な

都市の実現に向けて、拠点の一つとなりうる郊外住

宅市街地(図-1)の生活の質を向上させるため、新た

なモビリティ（環境性能、機動性等に優れた電動小

型カート等）の導入が有用であると考えられている。 

図-1 モビリティからみた郊外住宅団地分類 

そこで新たなモビリティ導入のあり方を検討する

ため、高齢化が進みかつ起伏があり、徒歩移動に負

担が伴う住宅団地（こま武蔵台

(日高市)）を対象に新たなモビ

リティ実証実験(図-2)を行い、

導入効果や課題等を分析する。 

         図-2 新たなモビリティの例 

 

２．こま武蔵台団地の概況 

当団地（1977年供給開始、人口約4,700人、約2,200

世帯、池袋駅まで約1時間）では高齢化が進展してお

り、人口構成比は65-69歳が最も多い。 

最寄り駅は西武池袋線・高麗駅で、路線バスは飯

能駅・JR高麗川駅方面の3系統が運行されている。 

利便施設が立地する地区内ショッピングセンター

は空店舗が目立ち、2008年に東急ストアが撤退して

以降、自動車で地区外の店舗を利用する住民が多い。 

 

３．地域住民の移動実態 

団地住民の直近の移動実態並びに移動ニーズを把

握するため、アンケート調査を実施した(表)。 

表  アンケート調査の概要 

対象 ・埼玉県日高市武蔵台1～7丁目の全住民 

方法 
・各戸への個別配布（1世帯当たり調査票を一
律1通(3部)封入、2世帯住宅には2通配布） 

・郵送回収 

期間 ・令和2年12月12日～令和3年1月6日(消印有効) 

① 移動量 

いずれの丁目もこま武蔵台周辺エリア(以下「A地

区」という)への訪問回数が最も多い。6丁目につい

ては他と比べA地区への訪問割合が小さい(図-3)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 丁目別目的地エリア別訪問回数 
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調整しやすい

サービス
設計での
工夫

• ルート・ダイヤ検討におけるバス路線との競合回避
もしくは協調

• 鉄道駅・バス停での乗換空間、ダイヤ・運賃面での
連携

事例
• 主要鉄道沿線：沼津駅～沼津港（沼津市）
• 補完鉄道沿線：こま武蔵台地区（日高市※検討中）
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• 駅勢圏外・バス停勢圏外に立地し、
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＜調整難易度：低＞
• バス：地域内で営業していないた
め対象外

• 鉄道：地域内で営業していないた
め対象外

サービス
設計での
工夫

• 地区内移動で使いやすいルート、
ダイヤ、運賃の設定

事例 • 鶴川地区（町田市）など

バス停接続タイプ
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図-3 丁目別目的地エリア別訪問回数 
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め対象外

サービス
設計での
工夫

• 地区内移動で使いやすいルート、
ダイヤ、運賃の設定

事例 • 鶴川地区（町田市）など

バス停接続タイプ

概況
• 駅勢圏外にあり、民間路線バスが周辺で運行
されているが、停留所までのアクセスが不便
なエリア

関係者
調整

＜調整難易度：中＞
• バス：バス停勢圏の拡大につながりやすく、
比較的調整しやすいが、並行区間等について
は競合が生じないよう調整が必要

• 鉄道：地域内で営業していないため対象外

サービス
設計での
工夫

• ルート・ダイヤ検討におけるバス路線との競
合回避もしくは協調

• バス停での乗換空間、ダイヤ・運賃面での連
携

事例
• 河原塚南山地区（松戸市）、上郷ネオポリス
（横浜市）、笹尾地区（東員町）、東朝霧丘
地区（明石市）、秋葉台地区（朝来市）など

主要鉄道路線
（高頻度・高輸送力）

補完鉄道路線
（中頻度・中輸送力）

バス路線

弱
強強

少

多

バ
ス
と
の
路
線
重
複

室長 
(博士(都市・地域計画)) 

写真 

写真ﾃﾞｰﾀ

の貼り付
けは不要 

小型電動カート（7人乗り） 
い 

 

 
 

Aルート
28%

Bルート
18%

Cルート
37%

その他
16%

② 利用交通手段 

バス停に比較的アクセスしやすい2丁目や5丁目は

バス利用率が比較的高い一方、バス停までアクセス

距離が遠い6丁目ではバス利用率が低い(図-4)。 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 丁目別利用交通手段 

③ バス利用状況 

いずれの丁目もA地区内へのバス利用は少なく、団

地内でのバス移動は限定的と考えられる。また図-3

と比較すると、駅に近い1・3丁目、バス停から比較

的遠い4・6・7丁目はバス利用が少ない(図-5)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 丁目別・目的地エリア別バス利用者の訪問回数 

④ 実験ルートに対する要望 

中央通りを運行するCル

ート(図-7)の希望が最も

多く、5・6丁目の沿線地

区の票が多く集まった。

次いでAルートが選ばれ、

特に沿線の4・7丁目等か

ら支持を得た(図-6)。 

図-6 希望ルート 

４．小型電動カートを用いた実証実験 

アンケート結果等を踏まえ、実証実験（令和3年3

月21日～4月11日）では、交通空白地対策（青系統） 

図-7 アンケートにおいて提示したルート 

図-8 実証実験ルート（例） 

及び既存交通サービス強化（赤系統）の観点からル

ート設定し、利用状況把握・分析を行った（図-8）。 

 

５．今後の取組 

今回、駅やバス路線のある地区での移動ニーズを

踏まえた新たなモビリティのルート設定ができた。 

今後はさらに長期間の実証実験を行い、それによ

り得られるようになる行動変容等のデータ収集分析

も加えつつ、住宅市街地タイプ別に新たなモビリテ

ィ導入の組合せ手法や安全基準等の検討に取組む。 
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（内側の円） 
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3.

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
・
環
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を
創
る
研
究

研究動向・成果
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